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令和７年第６回矢掛町議会第３回臨時会（第１号） 

 

１．会議招集日時 令和７年１０月８日 午前９時３０分 

 

２．会議の開閉 （開会） 午前 ９時３０分 

        （議事） 午前 ９時３０分 

        （閉会） 午前１０時 ２分 

 

３．議員の出欠状況 

議席 

番号 
氏    名 

出欠等 

の 別 

議席 

番号 
氏    名 

出欠等 

の 別 

１  土  井  俊  彦   出 ２  昼  田  政  義   出 

３  福  田  京  子   出 ４  岸  野  榮  治   出 

５  田  中  輝  夫   出 ６  原  田  秀  史   出 

７  小  塚  郁  夫   出 ８  石  井  信  行   出 

９  花  川  大  志   出 １０  浅  野    毅   出 

１１  川  上  淳  司   出 １２  土  田  正  雄   出 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．説明のために出席した者の職氏名 

町 長 山 岡   敦  副 町 長 山 縣 幸 洋 

教 育 長 山 部 英 之  総 務 防 災 課 長 稲 田 欽 也 

企 画 課 長 平 井 勝 志  財 政 課 長 松 嶋 良 治 

町 民 課 長 佐 藤 澄 江  税 務 課 長 守 屋 裕 文 

健 康 推 進 課 長 小 川 公 一  こどもみらい課長 楠 木 貴 子 

福 祉 介 護 課 長 片 岡   崇  産 業 観 光 課 長 池 田 敏 之 

建 設 課 長 渡 邉 孝 一  上 下 水 道 課 長 丹 下 裕 之 

教 育 課 長 西 山 弘 之  会 計 管 理 者 松 嶋 良 治 

建 設 課 参 事 黒 瀬 純 一  病 院 事 務 長 坪 田 芳 隆 

介護老人保健施設事務長 小 出 優 子  総務防災課長代理 立 川 人 士 

財 政 課 主 幹 小 出 健 司    

 

５．出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 妹 尾 一 正  書 記 髙 槻 美 希 

 

６．議事日程 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 
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日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 議案第７０号 町道運動公園線用地の共有物分割等請求訴訟に係る和解について 

     議案第７１号 令和７年度矢掛町一般会計補正予算（第３号）について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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午前９時３０分 開会 

○議長（浅野 毅君） 皆さん，おはようございます。朝夕は肌寒くなり，徐々にですが秋の気配を感

じる季節となりました。 

 さて，本日は何かと御多忙の中を御出席いただき，御苦労さまです。 

ただいまの出席議員は12名であります。定足数に達しておりますので，ただいまから，令和7年第6

回矢掛町議会第3回臨時会を開会いたします。 

なお，病院管理者より本臨時会を欠席させていただきたい旨の申出がありましたので，御報告いたし

ます。 

それでは，直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は，お手許に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（浅野 毅君） 日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は，会議規則第125条の規定により，４番岸野榮治君と，５番田中輝夫君を指名いた

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（浅野 毅君） 日程第2，会期の決定を行います。 

お諮りいたします。本臨時会の会期は，本日1日といたしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，本臨時会の会期は，本日1日と決定いたしまし

た。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（浅野 毅君） 日程第3，諸般の報告を行います。 

ここで町長からの御挨拶があります。町長。 

○町長（山岡 敦君） 皆さん，おはようございます。本日は，令和7年第6回矢掛町議会第3回臨時

会を招集いたしましたところ，議員の皆様には，公私とも何かと御多忙な中，御出席を賜りまして，ま

ことにありがとうございます。 

このたびの臨時会は，令和6年9月に議決をいただき，訴えを提起いたしました町道運動公園線用地

の分割請求訴訟について和解が成立する見通しとなったことから，その和解案につきまして改めて議決

を得る必要が生じたこと及びふるさと納税の制度変更の影響により，この9月末までの寄附額が想定を

大きく上回ることとなり，返礼品等の必要経費を補正予算で追加する必要が生じたこと，この2件につ

きまして，御審議をいただくものでございます。 

 どうか，適切な御決定を賜りますようよろしくお願いいたしまして，開会にあたっての御挨拶とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 町長からの挨拶が終わりました。 

次に，議長としての報告を行います。 
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議会閉会中の議長としての主な行事への出席につきましては，お手許の一覧表を御覧いただきたいと

思います。 

以上で，諸般の報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第７０号 町道運動公園線用地の共有物分割請求訴訟に係る和解について 

○議長（浅野 毅君） 日程第4，議案第70号，町道運動公園線用地の共有物分割請求訴訟に係る和解

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明並びに議案に対する説明を求めます。町長。 

○町長（山岡 敦君） それでは，議案第 70 号，町道運動公園線用地の共有物分割請求訴訟に係る和

解について提案理由を御説明申し上げます。 

本議案は，地方自治法第96条第1項第12号の規定に基づきまして，この議会に提出させていただく

ものでございます。 

内容といたしましては，町道運動公園線用地，矢掛町字大溝273番 1について，所有権を有する本町

と相手方の持分に応じて分割することの判決を求めていた訴訟に関し，和解をするため，和解案をこの

議会に提出し，議決を求めるものでございます。 

詳細につきましては，建設課長が説明いたしますので，よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 建設課長。 

○建設課長（渡邉孝一君） それでは，議案第 70 号，町道運動公園線用地の共有物分割訴訟に関わる

和解について御説明いたします。 

事件名，岡山地方裁判所令和6年(ワ)第 393号共有物分割請求事件でございます。 

次に，2和解をする相手方については記載のとおりでございます。 

3事件の概要についても記載のとおりでございます。 

4和解の内容について御説明をいたします。次ページをお開きください。和解条項案でございます。 

1 原告と被告は，原告(持分 3分の 2)と被告(持分 3分の 1)の共有である別紙物件目録記載の土地(以

下「本件土地」という。)を別紙測量図のとおり，Ａの土地とＢの土地に分筆する登記手続を行う。分筆

登記に要する費用は，原告が負担する。 

Ａの土地，添付の測量図を御覧ください。右側下の図を御覧ください。本件土地のうち，Ｃ7，Ｃ8で

分割した図，下側南側になりますが，Ａの土地の範囲518.28平方メートル。(2)Ｂの土地，同じくＣの

7，Ｃの8で分割した図，上側北側になりますが，土地の範囲435.23平方メートルでございます。 

和解条項案にお戻りいただきまして，2 原告と被告は，Ａの土地を被告の単独所有にし，Ｂの土地を

原告の単独所有にする方法により，本件土地を共有物分割する。 

3 被告は，原告に対し，上記Ｂの土地について，令和〇年〇月〇日 ―― これは令和の成立日を，今

後記載をさせていただきます。和解成立日を記載をさせていただきます。共有物分割を原因とする持分

全部移転登記手続をする。同じく，原告は，被告に対し，上記Ａの土地について，令和〇年〇月〇日   

―― 先ほど申し上げましたとおり，和解成立日を記載をさせていただきます。 

共有物分割を原因とする持分全部移転登記手続をする。被告はこの手続きを原告が単独で申請するこ

とを認める。 

これらの移転登記に要する費用は，原告が負担する。 
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4 前項の持分移転登記の時に，Ａの土地の共有持分権は被告に，Ｂの土地の共有持分権は原告にそれ

ぞれ移転する。 

5原告は，被告に対して，第3項の持分移転登記の時に，Ａの土地を引き渡す。 

6被告は，原告に対して，第3項の持分移転登記の時に，Ｂの土地を引き渡す。 

7，8，9については，工事に関する協議，協力に関する条項でございます。 

10本件土地の公租公課は，令和7年度分より，原告及び被告それぞれが自己の単独所有となった土地

について負担する。過去の公租公課に関する精算は行わない。 

11本件共有物分割に基づく持分移転に関して生じるその他の税負担は，各納税義務者がそれぞれ負担

する。 

12原告は，その余の請求を放棄する。 

13原告及び被告は，原告と被告の間には，本件に関し，本和解条項に求めるほかは，何らの債権債務

のないことを相互に確認する。 

14訴訟費用は各自の負担とする。 

議案にお戻りいただきまして5物件の表示でございます。所在，矢掛町字大溝。地番，273番 1。地目，

田。面積，950平方メートルでございます。 

以上で，議案第70号の説明とさせていただきますので，よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 町長からの提案理由の説明並びに担当課長からの説明が終わりました。 

ただいまから質疑に入ります。御質疑はありませんか。 

                〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

                〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） なし。それでは，討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

 お諮りいたします。議案第70号，町道運動公園線用地の共有物分割請求訴訟に係る和解については，

原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，議案第70号，町道運動公園線用地の共有物分

割請求訴訟に係る和解については，原案のとおり可決いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第７１号 令和７年度矢掛町一般会計補正予算（第３号）について 

○議長（浅野 毅君） 日程第5，議案第71号，令和7年度矢掛町一般会計補正予算（第3号）につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明並びに議案に対する説明を求めます。町長。 

○町長（山岡 敦君） それでは，議案第 71 号，令和 7 年度矢掛町一般会計補正予算（第 3 号）につ

いて，提案理由を御説明申し上げます。 

本議案は，地方自治法第218条第1項の規定に基づきまして，この議会に提出させていただくもので

ございます。 
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今回の補正額は3億100万円の増額で，補正後の予算総額は114億 4,900万円となっております。主

な内容といたしましては，お手許に配付いたしております補正予算の概要を御覧ください。 

総務費へ制服訴訟に係る損害賠償金及びふるさと納税の寄附額が見込みを上回ることから，その寄附

に対する返礼品等の経費を追加計上しております。 

詳細につきましては，財政課長が説明いたしますので，よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 財政課長。 

〇財政課長（松嶋良治君） それでは，議案第 71 号，令和 7 年度矢掛町一般会計補正予算（第 3 号）

について御説明申し上げます。 

 今回の補正は，3 億 100 万円を増額するもので，内容につきましては，訴訟に係る損害賠償金とふる

さと納税関連の寄附と経費でございます。 

事項別明細書で説明いたしますので，予算書6ページをお開きください。 

予算書6ページ，まず歳入でございますが，10款地方交付税で，普通交付税を100万円計上いたして

おります。続いて，17款寄附金のふるさと納税寄附金を3億円計上しております。 

一枚おめくりいただきまして，歳出でございます。まず，2 款総務費の一般管理費で補正額 35 万円，

内容は損害賠償金でございます。 

次のふるさと納税事業費で補正額1億5,990万円，内訳は，8報償費ではふるさと納税返礼品代金7,580

万円，12役務費では通信運搬費，広告料，決済手数料，返礼品送料に合計4,081万 2,000円を計上して

おります。 

13委託料では事務代行手数料，シティプロモーション業務委託料に2,242万 2,000円。14使用料及び

賃借料ではふるさと納税サイト利用料，オンラインワンストップ申請システム利用料に 2,086 万 6,000

円を計上しております。続いて12款諸支出金のふるさと応援基金費で，補正額1億4,010万円，内容は

ふるさと応援基金積立金でございます。最後に，13款予備費65万円で調整いたしております。 

議案の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 町長からの提案理由の説明並びに担当課長からの説明が終わりました。 

ただいまから質疑に入ります。御質疑はありませんか。１１番川上君。 

○１１番（川上淳司君） 予算の中のふるさと納税について，お尋ね申し上げます。 

総務省は，今年度から各ふるさと納税事業者に対し，ポイント付与することを 2025 年 10 月 1 日から

中止しました。そのため，駆け込み納税で納税額がアップしたと思います。 

今回の予算で 3億円の増収があるように思いますが，予算書を見ると，支出の方で 1億 5,990 万円の

支出となっています。どうも990万円の金額が多いと思います。 

総務省のガイドラインでは，返礼品には30パーセントを超えないように，それを含めた全ての支出に

掛かる費用を50パーセントを超えないようにとの内示があったように思っております。内容がちょっと

不自然でありますので，お尋ねしたいと思っております。 

今回は特に，吉備中央町及び総社市のふるさと納税の取消しを聞き，町民の皆さんはデリケートにな

っていると思いますので，町民の不安を払拭するためにも説明を求めます。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） 財政課長。 

〇財政課長（松嶋良治君） はい。歳入の寄附金の補正額 3 億円に対して，歳出のふるさと納税事業費
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1億 5,990万円は経費率50パーセントを超えているのではないかという御質問に対してお答えいたしま

す。 

予算書の8ページ・9ページを御覧いただきたいと思います。議員御承知のとおり，寄附募集に要する

費用は，給付額の50パーセントを超えるとルール違反になります。主な経費としては，そこにあります

ように，返礼品代金，送料，事務代行手数料，サイト利用料等でございます。 

このたびの補正では，この50パーセント内に収めるべきいわゆる寄附募集に要する費用以外のものを

計上しております。13委託料の2番目シティプロモーション業務委託料990万円でございます。 

このシティプロモーション業務とは，寄附をいただいた方への返礼品に矢掛町をＰＲするためのパン

フレット等を同封したり，LINEを活用し，登録された方に定期的に矢掛町の情報を発信するものでござ

います。 

矢掛町の魅力が十分伝わるように最新の技術を駆使し，写真やデザインに趣向を凝らし，それを印刷

製本し，お送りいたします。イタリア野菜や大名行列といった旬な情報を随時更新し，例えば来春にな

るとかわまちづくりのオートキャンプ場の情報等も多くの方に提供できると考えています。 

寄附をした人は，最初はお得な返礼品がもらえるからという理由だけで矢掛町を選んだのかもしれま

せんが，その方たちにこちらから能動的に情報発信することにより，御縁を大切にし，魅力あるまちと

して新たに認識していただき，より多くの矢掛町ファンを獲得できればと考えます。それが，関係人口

の増加につながることも期待しております。 

あくまでもこれは寄附をいただいた方への新たな情報発信であり，寄附を獲得するための施策ではあ

りませんので50パーセントルールの対象外となります。そしてこれは，総務省が出しているＱ＆Ａにも

明記されております。 

つまり，このシティプロモーション業務委託料 990 万円を除いた 1億 5,000 万円が寄附募集に要する

費用となり，50パーセントという数字になります。 

以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浅野 毅君） 川上君。 

○１１番（川上淳司君） 回答に安心しました。ふるさと納税の収入は，我がまちにとって大きなウェ

イトを占めております。今後もルールを守ってしっかり宣伝していただき，まちの潤いのために頑張っ

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（浅野 毅君） ほかに質疑はございませんか。８番石井君。 

○８番（石井信行君） 一般管理費の損害賠償金について，35万円についてお尋ねします。判決の，裁

判所の判断要旨を見ると，原告の服装の自由を違法に侵害した，中学校が違法に侵害したとは言えない

という前提なんですが，2番目以降7番目まで渡ってこの中学校側のさまざまな犯罪行為という形でいろ

んな指摘をしています。配慮を欠いた，あるいは認識がちょっと足りなかったんじゃないかとかいろん

なことが書かれています。こういう違法行為について，担当課はどういうふうな捉え方をして，この予

算ができているのかお尋ねします。 

○議長（浅野 毅君） 総務防災課長。 

○総務防災課長（稲田欽也君） 石井議員の御質問にお答えいたします。 

こちらの予算でございます35万でございますが，こちらのほうは裁判所の判決どおりということであ
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ります。具体的に説明をいたしますと，賠償金33万円こちらでございます。それからそれに対する3パ

ーセントの利息と遅延金でございます。こちらのほうが 1 万 9,637 円ということでございますんで，合

計いたしますと 34 万 9,637 円ということで 35 万円の補正予算をいたしております。それ以上でもそれ

以下でもございません。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） 石井君。 

○８番（石井信行君） このような裁判が，これからも起こりうるのではないかという懸念を前提にし

てお尋ねをしているんですが，児童生徒の人権を守るとか，それから人権意識を高めていくという教育

的な観点に立って，この判決をどう受け止めているかということがないとこのようなことがまた起こる

んではないかと思って，お尋ねをしています。そのへんをお願いします。 

○議長（浅野 毅君） 石井君にちょっとお伝えをしたいんですが，今のは補正予算についての御質問

と思うんですが，要はいろいろ御提案されておるんですが，端的に今後よろしくお願いします。よろし

かったら。副町長。 

○副町長（山縣幸洋君） はい，失礼いたします。石井議員の御質問なんですが，どう捉えるか。これ

は町としては，ひとつ裁判所の判断というふうに捉えております。あくまでも裁判所の判断というのも，

配慮を欠いた違法行為とありますが，ただ権利を略奪したとまで言い切れない。制約を与えたという判

断をされております。 

この33万円の賠償金なんですが，これも裁判所の判断として受け止めております。いずれにしてもい

ろんな考えがあると思いますが，一応このかたちで町としては，それを修復しようというかたちになり

ます。 

それで，今回確かにこういった案件が出ました。これをいかに次につなげるかっていうのは，議員も

言われたように大切なことになります。いま，当然教育部局でも学校と情報共有，そういうのをしてお

りますし，そういった形で，いかにこの結果，確かに今回は裁判所の判断というふうに受け止めており

ますが，いかにこれを再発しない，当然なんですけれど，そういったことに努めていきたいというふう

に思っております。 

以上です。 

○議長（浅野 毅君） 教育長。 

○教育長（山部英之君） 先ほど議員のほうからの御指摘のとおり，今後このようなことが起きないよ

うに，どのように対処すべきかということで御指摘をいただきました。その御指摘をいただいたように，

この教育委員会といたしましても，今回の事案を新聞報道されたことにつきまして，また裁判所の判断

についての概要を，各学校，先日臨時の校長会も開催し，その概要を把握し，人権に配慮した安全安心

の学校づくり，そして保護者とのより確固たる信頼関係を築くように今後とも情報共有しながら，そう

いう人権教育の推進，安全安心な学校づくりを推進していこうということで協議をしたところでござい

ます。今後このようなことが起きないようにぜひ今後も一生懸命取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（浅野 毅君） 教育長の説明が終わりましたが，ほかに御質問はございませんか。 

                〔なし〕 
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○議長（浅野 毅君） 質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

                〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） なし。それでは，討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

 お諮りいたします。議案第71号，令和7年度矢掛町一般会計補正予算（第3号）については，原案の

とおり決することに御異議ありませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，議案第71号，令和7年度矢掛町一般会計補正

予算（第3号）については，原案のとおり可決いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（浅野 毅君） お諮りいたします。本臨時会に付議されました案件の審議は終了いたしました。

会議規則第7条の規定により，本日をもって令和7年第6回矢掛町議会第3回臨時会を閉会いたしたい

と思います。これに異議ありませんか。 

                〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅野 毅君） 異議なしと認めます。よって，これをもちまして令和7年第6回矢掛町議会第

3回臨時会を閉会することに決しました。 

 閉会にあたり，町長から御挨拶があります。町長。 

○町長（山岡 敦君） 閉会にあたりまして，一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

令和 7年第 6回矢掛町議会第 3回臨時会につきましては，和解についての案件と補正予算案件の計 2

件の上程でございましたが，慎重な審議を賜り，議案の原案のとおり御決定をいただき，まことにあり

がとうございました。 

町道運動公園線につきましては，開通の妨げとなっていた課題がようやく解消されることとなります

ので，町民の皆さんに早く御利用いただけますよう，供用開始に向けて着実に事業を進めてまいります。 

さて，先週4日に行われました自民党総裁選で高市早苗氏が初の女性総裁に選出され，今後召集され

る臨時国会におきまして憲政史上初の女性総理大臣が誕生する可能性が高くなってきております。その

後には物価高対策のための経済対策と，その裏付けとなる補正予算の編成も想定されておりますことか

ら，今後も状況を注視し，本町にとって最適な対応が迅速にできますよう備えてまいります。 

最後に，ようやく暑さも落ち着いてまいりましたがこれからは日中と朝晩の寒暖差の大きい日が増え

てまいります。議員の皆様，町民の皆様におかれましては，くれぐれも健康に御留意いただきますよう

お願いを申し上げまして，閉会の御挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（浅野 毅君） 以上をもちまして閉会といたします。皆さん，お疲れさまでした。閉会。 

午前１０時 ２分 閉会 
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